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② サポート情報流通の整理 ③ 学外システムとの情報流通の整理
ICT関係の窓口サービスのワンストップ化を目指し，
これまでばらばらだったサポート窓口を一元化した
今後の課題：今回の取り組みにより，より多くの情報の流通が期待できる反面，守るべき情報も多く
なる．また，紹介したデータ流通に関する機能が停止すると多くのシステムに影響を与えるため，セ
キュリティや可用性など信頼性の向上が必須である．
学認参加機関や大学コンソーシアムなど学外組織との認証連携により，それぞれの組織が提
供する情報サービスを利用できる環境が整ってきた
今までは提供が困難であった利用者情報についても，学外情報システムとの間で情報流通
のワンストップ化を目指している
窓口の統一に合わせ，サポート情報
流通のワンストップ化を実施
uApprove.jp（NII開発）の導入
認証時に，送信する情報
の候補を提示し，利用者が
選択・同意する機能
より利用者情報を必要とする高度なサービスや利用者の意志に
より機能を選択できるサービスなどの提供／利用が可能となる 利用者情報の選択と送信同意画面
uApprove.jpの動作概念図
サポート情報の管理・共有
たらい回し根絶
開発・運用に
フィードバック
*1：学内情報および流通経路が集約されており，システム，または，利用者が
必要とする情報を単一のアクセスで得られる状態を指す．
今回の範囲
